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1.は じ め に

レバノンのTyreは 、フェニキア文明発祥地の港湾都市 として紀元前10世 紀には最盛期 を迎え

ていた極めて重要な土地である。
Hama

フェニキア時代に続 くアレキサンダー大

王時代の都市 も、紀元前64年 のローマ軍の

侵入により破壊 ・征服 されたが、その後ロ

ーマ支配化の都市 として再生した。今回の

報告地にもローマ都市 として繁栄 したこと

を示す象徴である高さ20mの 「凱旋門」や

都市の市民生活には欠かせない施設 「水道

橋の列柱群」など2世 紀頃の建造物が存在

する。以後 も盛衰をたどるが、13世 紀末ビ

ザ ンチン時代のマルムーク朝による侵略の

後市街は廃嘘化 しほぼ消滅、その後は海岸

からの飛砂により埋没し、砂丘におおわれ

た。

19世紀になって再度市街が砂丘の上部に

進出し、特に第2次 大戦後都市域が拡大 し

た。20世紀になって地下に埋没 しているロ

ーマ時代の都市の遺構面が大規模に発見 ・

発掘 される。今回報告するAlbasSite地域は、
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ほぼ現地表下2～4mに 埋積 していた当時の地表面を広域に発掘された結果露出した部分であ

る。 しか し現在は政情が不安定であり、多 くの文化財や遺跡保護のため、ユネスコの世界危機

文化遺産地に指定されている。

発掘によって露出した石灰岩Limestoneか らなる石造建造物遺跡群 を調査 してみると、それ

らの遺跡は共に地元産出の石灰岩を使用、 しかも石灰岩の特徴である溶蝕Corrosion風化が進ん

でお り、一部は石材を破壊する状況にまで達 している。そこで今報告では、風化の実態を正確

にとらえることが重要と考え、その状況をできるだけ詳細に理解できるようにカラー写真で紹

介することにした。

2.Tyre周 辺の 自然環境

Tyre周 辺は地中海に臨み、レバノン山地とほぼ並走する沖合いの小島が陸繋 した2kmほ ど

の小規模な半島(ト ンボロ)部 に位置 している。その状況は、写真ページ1に 示 したCORO・

NA衛 星写真でよくわかる。

砂の生産が多いのは、供給源である背後のレバノン山地が荒廃 して植生が極めて乏しいこと

と関連 している。一見植生におおわれているように見える部分でも現地で調査をしてみると、

土壌の発達が悪 く樹木は小さく脆弱であり、薄い表土をのぞけばその下からは石灰岩の岩盤が

露出する状態である。

現在、地形 ・地質などのフィール ド調査は戦時体制下にあるため、自由に行動ができない。

さらに等高線の入った最近の地形図や空中写真が手に入 らないので本格的な作業はできなかっ

た。そこで基本的な作業 として発掘調査 している山麓のRamali地 域からTyre半 島先端部にかけ

ての連続地形断面図をやや古いが1963年 作成の地形図や衛星写真 をもとに、GPSで の測量デー

ターで補いつつ図一2を 作成 した。
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図 一2テ ィー ル地 域(半 島 部)の 東 西地 形 断 面 図

Fig‐2East-WestTopographicSectionsThroughtheTyreArea
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気候 ・気象要素は、地中海性気候区に位置するため、図一3で 示すように温帯ではあるが、

日本 とは反対の冬雨夏乾燥型である。冬が温暖であるため、年平均気温は東京の15.9℃に対 し

ベイルー トは19 .7℃と高 く、降水量は東京の1466mmに 対 しベイルー トは893mmと 少ない。台
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図 一3ベ イ ル ー トと東 京 の 降 水 量 と気 温

Fig‐3RainfallandTemperatureinBeirutandTokyo

風や集中豪雨 も無 く、きわめて温和ですごしやすいおだやかな環境である。

3.溶 蝕風化 の実態

A.「 凱旋門」付近の石壁と石柱周辺の風化

石壁 も石柱 も、その素材は全て石灰岩であるため、その表面は石灰岩の特徴である溶蝕風化

が進んでいる。

石壁を示す写真A-1は 、凱旋門か ら南側に延びる戦車競技場Hippodromeを 取 り囲む壁 とそ
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の一部である。溶蝕破壊の進む表面は地表に露出していた部分であり、その下方は埋没 してい

た部分である。この周辺地域は、次に示す 「水道橋」の周囲 とはちがい水のかかわりは少ない

地域で、これが通常見 られる状況である。上方の風化が進んでいる部分には微妙な風化穴や窪

みが多数発生 しているが、詳細に観察すると、それらの中には岩盤内部へ より深 くまで穴が入

り込んでいる状態のもの もみ られる。それは岩の表面に生 じだす溶蝕穴の窪みから、さらに次

の風化段階であるタフォニTatoni風化の段階へ と移行 しつつあることを示 していることがわか

った。

これに対 し、凱旋門を支える巨大石柱下方の写真A-2は 、埋積 していた部分が溶蝕風化 し

ている例である。石柱の下端部は、ローマ時代の石敷路面に接 しているため、埋没後の地表面

からの流下浸透水は、丁度この当たりに貯溜 しやす く、常に地表下で湿潤な状態の部分 となる

ため、石柱部は一層風化容蝕を進めてきたと推測される。その結果この部分の石柱の風化はス

ポンジ状のスカスカな状態にまで進行 してお り、最も著 しく溶蝕風化が進み破壊的な状況に至

っている典型的な例である。

B.「 水道橋」とその周辺

水道橋列柱群は水源地から都市へと上 ・下水を透導する石造遺跡で、石材は背後の山地に産

する石灰岩である。このため水道施設として十分に管理され機能 しておれば、使用途時に生 じ

た漏水部等への対応は逐時可能である。 しか し管理が不十分になると、溢流や漏水を生 じるよ

うになる。そうすると周囲の土壌 自体が石灰岩質であるため、受水 した部分からセメンティン

グ化が進み、礫質のところではコンクリー ト化 している。そうした結果はカラー写真B-1・

B-2で 示すようにすさまじい様相を呈 している。

さらにその状況は、発掘 され直線状 に並んだ水道橋列柱群を遠望 してみると、当時の地表か

ら深さがほぼ一定であるため埋没 していた部分の高さがそろっている様子が良 くわかる。

C.発 掘現場から

発掘 され露出したビザンチン時代の地表面上 にはきれいなモザイク絵が部分的に残されてお

り、その付近に大理石の石柱が横たわっている。それより上方へ現在の地表面までの埋積状況

は、発掘現場の露頭断面写真C-1に よって良 くわかる。地表面上には、近代的なビル群が建

ち並んでいる。

露頭断面を観察すると、当時の地表面から上方に転倒 した大理石の石柱 を含む焼土炭化物混

じりの黒土層が50cmほ どあ り、それより上方現地表までの250cmは 砂層である。 しかも飛砂に

よりきれいなクロスラミナーを交差 させつつ堆積 していることが良 くわかる。途中0時 的に安

定 していたような腐食土層 も見られないし、セメンティングした部分 も現地表面のみである。

この状況は、写真AとBで も同様なので、周辺は同 じような環境であったと推測される。
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4.さ いご に

前回報告 したレバノンのByblosとSidonの 巨大な石積城壁遺跡の風化破壊状況(注10)に 続

き、今回はTyreの 凱旋門や水道橋遺跡の風化状況について調査 したのでその結果 を報告 した。

地中海に臨むレバノンの港湾都市Tyre周 辺はフェニキア文明の発祥地であり、その後もロー

マ支配下の都市 として繁栄したが、徐々に衰退 し13世紀末 ビザ ンチン時代のマムルーク朝によ

る侵略後は廃嘘 と化 した。

その後は、海岸からの飛砂 におおわれたため、巨大な石造建築物は上方部の頭の部分をのぞ

き、砂丘の下に3mほ ど埋 もれてしまった。 ・

現在、発掘が進みローマ都市 として繁栄 していたことを示す 「凱旋門」や 「水道橋の列柱群」

の周辺を中心に広域に復元 されている。それらの遺跡には背後のレバノン山地から採掘 された

石灰岩が使用 されている。石灰岩は水に接すると溶蝕風化を受けやすい性質を有するので、他

の岩石 よりも速 く風化する性格 を持っている。この地の遺跡の場合 も著 しく風化 し破壊が進ん

でいることがわかったので、その状況 を調査 した。実態を詳細に記録するためカラー写真で示

し、それに解説を加えた。

本論では、特に遺跡が砂丘の上に露出していた部分と砂丘の下に埋没 していた部分 とでの風

化のちがいに注意 した。露出していた部分では、石壁面に微妙な風化穴や窪みが生 じているこ

とがわかった。埋 もれていた部分でも地下水位が高 くなる状況にあったところでは、まるでス

ポンジのような状況にまで溶蝕が進み危険な状態になっているところもあった。

さらに水道橋は 「水」 と接 した施設であるため、管理が不十分となり溢流 したり、漏水 した

りしたと思われる部分では、その周辺の土壌 自体が元々石灰岩のため溶解 し、その後固結 した

ため、セメンティング化、コンクリー ト化 しているきわめて異様な状況とその広が り方などの

実態を調査することがで きた。

現在これらの遺跡群は、ユネスコの 「世界危険遺産」 に指定されている。この報告 も貴重な

歴史的建造物である石造遺跡の保全や保護のための基礎データーとして使用 されることを望

む。
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写 真 ペ ー ジ1=調 査 地 域 の 衛 星 写 真CORONA1967と 現 在 の 空 中 写 真
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写 真 ペ ー ジ2=A-1.凱 旋 門 南 側 戦 車 競 技 場 の 石 壁 面 の 風 化

Photopage2:A-1.TheWeatheredRocksoftheHippodromeRuins
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池 田 レバ ノン ・テ ィールの凱旋 門周辺 と水道橋列柱群遺跡 の風化破壊状 況

写 真 ペ ー ジ3:A-2.凱 旋 門石 柱 下 端 埋 没 部 の 風 化 破 壊(Rule=lm)

Photopage3:A-2.TheSeverelyWeathered,PreviouslyBuried,LowerPortionoftheMemorialGate

(therulerislmeterlong,forscale)
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総 合 研 究 所 所 報

写 真 ペ ー ジ4=B-1.発 掘 され た水 道 橋 列 柱 群 ・その 下 半 は埋 没 部 、 下 端 部 は ロ ー マ時 代 の 地 表

Photopage4:B-1.TheExcavatedAquaduct:TheLowerPortionWasLongBuried,buttheUpper

HalfWasExposedtotheElements(Rule=1m)
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池 田 レバ ノン ・テ ィールの凱旋門周辺 と水道橋列柱群遺跡の風化破壊状況

写 真 ペ ー ジ5=B-2.水 道橋 上端 か らの溢 流 ・漏 水 部 と、 周 辺 表 土 の セ メ ン ト化 ・コ ン ク リ ー ト化

Photopage5:B-2.TheUpperPortionoftheAquaductShowstheConcretedLimestonethat

DissolvedDuetoWaterOverflowandLackofManagement
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総 合 研 究 所 所 報

写 真 ペ ー ジ6:C-1.廃 都(ビ ザ ン チ ン時 代)後 、砂 丘 に お お わ れ た市 街 地 の発 掘 露 頭(Rule=lm)

Photopage6:C-1.TheExcavatedSectionShowsthattheAbandonedCityWasLongBuriedUnder

SandDunesThatareintheProcessofBecomingStone.
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池 田:レ バノ ン ・テ ィールの凱旋 門周辺 と水道橋列柱群遺跡の風化破壊状況

TheWeatheringoftheMemorialGateandAquaductColumnsofStoneRelics

inTyre,Lebanon

ByHiroshiIkeda

NaraUniversity

TheportcityofTyre,Lebanononthatnation'ssouthernMediterraneanSeacoast,wasfoundedduring

thePhoenicianperiodandcontinuedtobebuiltandoccupiedduringtheeraofRomanEmperialcontrol.

However,itgraduallydeclineduntilduringthelate13centuryA.D.afterwhichitwasabandoned.It

wasgraduallycoveredwithsandthatblewinfromthecoastburyingitsgreatstonestructuresunder

dunesuptoadepthofsomefourmeters.

Today,thecityisbeingexcavatedrevealingitsgreatcentralentrygateandstoneaquaductcolumns.

TherelicsaremadeoflimestonethatwasquarriedfromtheLebanonmountainrangethatformsthesur-

roundinglandscapeofTyre.Beingmadeoflimestoneandbeingindirectcontactwithbothrainand

groundwater,theaquaductishighlyvulnerabletocorrosiveerosionmuchmoresothanstructuresmade

ofotherkindsofstone.Theserelicsareparticularlyseverelyweathered,andthiswastheobjectofthis

surveywhichrecordstheseconditionsindetailwithcolorphotographsanddetailedexplanations.The

surveyconcentratedonthedifferencebetweenweatheringintheexposedandburiedportionsofthe

structures.Oneportionoftheburiedstructureshadinfacterodedtoadangerouslyweakspongyextent.

Also,duetolackofadequatemaintenanceand/orwhereaquaductwaterhadoverflowed,thesoilin

thevicinity(originallywithlimestonecharacteristics)hadsolidified.Ithadcementedintosomething

withcharacteristicsquitedifferentfromitsoriginalones.

TheserelicshavebeendesignatedbyUNESCOas"RelicsinDanger"(ofcollapseduetoerosion

andlordestructionduetowarfare).Thisauthorhopesthatthebasicdatathathasbeencollectedinthis

surveywillbeusefulinhelpingtopreserveandprotecttheseprecioushistoricalrelics.
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